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⇔
古
点
本
成
実
論
天
長
(
A
・
D
緲
～
繖
)
点
は
も
と
二
十
三
巻
の
う
ち
今
日
十
一
巻
が
残
存
し
、
そ
の
う
ち
七
巻
(
十
一
、
十
三
、
十
四
、
十
六
、
十
八
、
二
十
一
'
1
1十
ill)
が
正
倉
院
聖
語
蔵
に
、
四
巻
(
十
二
、
十
五
、
十
七
、
二
十
二
)
が
東
大
寺
図
書
館
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
。
全
巻
同
一
人
に
よ
る
白
点
が
施
さ
れ
、
巻
十
四
の
巻
末
に
「
天
長
五
年
(
A
・
D
嬲
年
)
七
月
一
目
一
往
聴
了
」
'
の
白
書
が
あ
る
。
(
鈴
木
一
男
氏
、
成
実
論
巻
二
十
三
天
長
五
年
点
訳
文
稿
「
ま
え
が
き
」
に
よ
る
)
ま
だ
、
東
大
寺
本
、
巻
十
二
、
十
七
が
残
っ
て
い
る
。
訳
出
さ
れ
た
巻
(
全
て
、
鈴
木
一
男
氏
に
よ
る
)
ω
書
陵
部
紀
要
六
号
巻
十
一
八
号
巻
二
十
二
②
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
四
ノ
一
、
巻
十
三
五
ノ
一
、
巻
十
八
五
ノ
一二
、
巻
十
六
十
ノ
三
、
巻
十
四
㈲
南
都
仏
教
三
、
巻
十
五
十
八
、
巻
二
十
三
ω
訓
点
語
と
訓
点
資
料
八
、
巻
二
十
一
冖四
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
(
推
定
、
断
片
)
宮
坂
宥
勝
氏
の
論
文
「
経
量
部
の
断
片
」
(
印
仏
研
、
十
巻
二
号
)
で
成
実
論
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
と
し
て
推
定
せ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
の
〃
は
し
が
き
"
を
要
約
す
れ
ば
1
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
キ
ジ
ル
の
窟
院
で
発
見
さ
れ
た
非
常
に
古
い
梵
筴
断
片
で
、
ま
だ
内
容
の
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
材
料
は
貝
葉
で
計
=
○
葉
半
(
表
・
裏
に
書
か
れ
て
い
る
)
。
き
わ
め
て
零
細
な
断
簡
で
あ
っ
て
、
完
全
な
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
写
本
全
体
の
分
量
も
不
明
で
あ
る
。
書
本
の
年
代
判
定
は
西
紀
一
五
〇
～
二
〇
〇
年
頃
で
あ
る
。
次
の
者
が
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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氏
の
書
評
参
照
。
『
牟
子
理
惑
論
」
編
纂
年
代
攷
稲
岡
誓
純
『
牟
子
理
惑
論
』
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
は
数
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に
編
纂
年
代
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
著
老
が
明
確
で
な
い
ゆ
え
に
、
そ
の
編
纂
年
代
も
、
「
後
漢
未
成
立
説
」
か
ら
「
晉
宋
間
成
立
説
」
の
も
の
ま
で
種
々
の
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
0
こ
こ
で
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
梁
啓
超
氏
は
『
牟
子
理
惑
論
辯
偽
』
に
お
い
て
、
「
晉
宋
間
人
偽
作
説
」
を
唱
説
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
、
内
容
か
ら
次
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。一
、
沙
門
の
剃
頭
の
こ
と
は
桓
玄
と
慧
遠
の
問
答
と
同
容
が
同
じ
で
あ
る
。
二
、
沙
門
の
赤
布
と
跪
坐
・
起
立
の
礼
を
し
な
い
こ
と
は
東
晉
の
沙
門
不
敬
王
者
の
議
論
と
同
じ
で
あ
る
。
三
、
輪
廻
転
生
を
更
生
と
呼
ぶ
こ
と
は
慧
遠
当
時
の
流
行
で
あ
る
。
四
、
沙
門
の
非
行
の
こ
と
は
羅
什
門
下
を
指
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
文
体
も
一
論
拠
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
梁
啓
超
氏
の
見
解
に
対
し
て
、
周
叔
迦
氏
は
『
梁
任
公
牟
子
辯
偽
之
商
融
』
に
お
い
て
、
『
牟
子
理
惑
論
』
の
序
伝
は
蒼
梧
の
太
守
が
作
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
三
十
七
篇
の
本
論
と
後
序
が
牟
子
の
自
撰
で
あ
ろ
う
と
し
、
「後
漢
末
の
作
」
と
し
て
い
る
。
③
山
内
晉
卿
氏
は
、
『
支
那
仏
教
史
之
研
究
』
に
お
い
て
、
「
漢
魏
間
の
人
の
手
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
、
一
、
後
序
に
お
い
て
「
老
子
道
経
三
十
七
篇
」
と
あ
る
こ
と
は
、
『
前
漢
書
』
芸
文
志
に
「
老
子
伝
氏
経
説
三
十
七
篇
」
と
あ
る
。
二
、
沙
門
赤
布
の
こ
と
は
、
『
魏
書
』
釈
老
志
に
「漢
代
沙
門
皆
被
赤
布
」
と
あ
る
。
三
、
第
十
七
篇
に
「
刺
厳
公
之
刻
楹
」
と
あ
る
が
厳
公
と
は
後
漢
明
帝
の
諱
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
。
四
、
『
牟
子
理
惑
論
』
は
荘
子
に
及
ん
で
い
な
い
。
五
、
道
家
と
辟
穀
長
生
の
混
淆
は
後
漢
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
六
、
交
州
に
乱
を
避
け
た
と
い
う
こ
と
と
、
『
後
漢
書
』
の
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
江
表
伝
の
刺
史
張
津
が
道
教
を
鼓
吹
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
の
六
点
を
例
挙
し
て
い
る
。
④
常
盤
大
定
氏
は
『
支
那
に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
』
に
お
い
て
、
先
の
梁
啓
超
氏
の
考
え
方
を
4
継
承
し
て
、
さ
ら
に
顧
歓
の
『
夷
夏
論
』
に
対
す
る
冶
城
寺
恵
通
の
『
駁
顧
道
士
夷
夏
論
』
と
七
箇
所
も
通
じ
る
所
が
あ
る
か
ら
、
「宋
の
冶
城
寺
恵
通
が
牟
子
に
仮
託
し
た
偽
作
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
常
盤
大
定
氏
の
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
氏
・
松
本
文
三
郎
氏
.
福
井
康
順
氏
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
ペ
リ
オ
(℃
°
P
e
lio
t)
氏
は
'
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冒
。
卵
』
(
『
牟
子
の
訳
出
と
注
釈
』
に
お
い
て
、
「
二
世
紀
末
の
成
立
」
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ペ
リ
オ
氏
の
説
は
マ
ス
°(
n
(
H
.
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)
氏
の
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(
P
明
帝
の
感
夢
と
遺
使
』
)
の
「
三
世
紀
半
ぽ
の
成
立
」
と
み
る
説
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
胡
適
氏
は
『
与
周
叔
迦
論
』
に
お
い
て
「漢
魏
間
の
書
」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
余
嘉
錫
氏
　
は
『
牟
子
理
惑
論
検
討
』
に
お
い
て
「
後
漢
人
の
作
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
説
の
な
か
、
周
一
良
氏
は
『
牟
子
理
惑
論
時
代
考
』
に
お
い
て
、
道
教
の
立
場
か
ら
検
討
し
て
、
後
漢
末
の
も
の
と
晉
宋
問
の
も
の
と
の
二
種
の
成
分
を
認
め
た
「
折
衷
説
」
を
述
べ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
久
保
田
量
遠
氏
は
『
支
那
儒
道
仏
三
教
史
論
』
に
お
い
て
、
漢
魏
間
の
成
立
と
み
る
の
は
中
国
哲
学
史
的
な
見
解
で
あ
り
、
晉
宋
間
の
成
立
と
み
る
の
は
仏
教
史
的
な
立
場
に
た
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
い
わ
ぽ
折
衷
的
な
見
解
を
し
な
が
ら
、
結
局
「後
漢
末
成
立
説
」
を
と
っ
て
い
る
。
　
松
本
文
三
郎
氏
は
『
仏
教
史
雑
考
』
に
お
い
て
、
「
宋
斉
間
偽
人
作
」
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
K
福
井
康
順
氏
は
『道
教
の
基
欝
鑑
』
に
お
い
て
・
従
来
の
「後
漢
末
成
立
説
」
や
「
晉
宋
間
成
立
説
」
を
否
定
し
て
、
詳
細
な
研
究
の
結
果
、
三
国
の
「呉
の
中
頃
の
作
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
⑬
そ
し
て
、
塚
本
善
隆
博
士
は
、
序
伝
が
後
漢
末
の
史
実
と
合
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「後
漢
末
か
ら
呉
初
の
問
の
成
立
」
と
い
う
説
を
と
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
論
を
留
意
し
て
『
牟
子
理
惑
論
』
を
総
合
的
に
研
究
し
て
み
る
と
、
私
は
、
仏
教
の
流
伝
、
中
国
人
に
受
容
さ
す
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
仏
教
思
想
を
儒
教
.
道
教
と
の
間
で
調
和
的
・
さ
ら
に
優
位
的
に
説
い
て
い
る
『
牟
子
理
惑
論
』
は
、
後
漢
の
末
期
か
ら
呉
の
時
代
の
初
期
、
す
な
わ
ち
三
世
紀
前
半
の
頃
に
、
交
州
地
方
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぽ
、
後
漢
末
の
乱
世
に
洛
陽
・
長
安
地
方
の
人
々
が
、
建
業
・
会
稽
・
荊
州
な
ど
の
揚
子
江
流
域
地
方
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
南
し
て
、
広
州
や
交
州
地
方
ま
で
南
遷
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
南
遷
者
と
共
に
、
仏
教
者
や
儒
士
や
道
家
の
学
者
た
ち
の
よ
う
な
、
知
識
人
や
宗
教
者
も
共
に
南
遷
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
広
陵
・
下
郵
・
彭
城
の
三
郡
の
運
糧
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
窄
融
と
い
う
人
物
の
奉
仏
事
業
、
さ
ら
に
彼
の
江
南
へ
の
敗
走
に
よ
っ
て
、
仏
教
も
江
南
に
流
伝
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
後
漢
末
の
中
原
地
方
の
戦
乱
に
よ
る
南
遷
者
を
引
き
入
れ
た
極
界
の
地
で
あ
る
交
州
に
は
士
燮
の
よ
う
な
学
問
に
博
い
人
物
が
い
た
こ
と
や
、
ま
た
こ
の
交
州
地
方
に
は
、
南
方
地
方
か
ら
の
文
化
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
仏
教
も
す
で
に
流
伝
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
交
州
地
方
に
お
い
て
は
仏
教
と
儒
教
・
道
教
と
の
接
触
.
交
渉
が
相
当
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
た
っ
て
南
の
地
方
で
あ
る
交
州
地
方
で
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
す
る
『
牟
子
理
惑
論
』
は
、
仏
教
が
熱
心
に
宣
教
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
揚
子
江
流
域
の
荊
州
地
方
や
建
康
地
方
に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
北
上
し
て
い
く
間
に
お
い
て
、
そ
の
当
時
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
思
想
や
漢
訳
仏
典
に
ふ
れ
た
り
し
て
、
改
変
や
付
加
が
お
お
い
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
特
に
、
仏
教
者
の
関
心
が
深
い
、
第
一
篇
の
仏
伝
や
第
二
十
一
篇
の
後
漢
の
明
帝
の
感
夢
.
仏
教
将
来
と
い
う
仏
教
初
伝
説
は
し
か
り
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
『牟
子
理
惑
論
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
古
来
よ
り
、
撰
者
で
あ
る
「
牟
子
」
と
「
牟
融
」
に
つ
い
て
よ
り
、
「
後
漢
末
成
立
説
」
か
ら
「
晉
宋
間
成
立
説
」
な
ど
の
編
纂
年
代
の
論
究
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ
本
書
の
編
纂
年
代
が
重
点
的
に
問
題
と
さ
れ
る
か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
牟
子
理
惑
論
』
が
、
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
て
き
た
仏
教
が
、
中
国
に
お
い
て
流
伝
受
容
さ
れ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
す
で
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
固
有
的
な
思
想
で
あ
る
儒
教
と
道
教
と
の
接
触
・
交
渉
し
た
事
実
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
仏
伝
や
、
後
漢
の
明
帝
の
感
夢
求
法
説
の
仏
教
初
伝
な
ど
は
、
当
時
の
仏
教
界
に
影
響
や
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
を
問
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
、
す
な
わ
ち
『牟
子
理
惑
論
』
の
も
つ
本
来
の
意
義
を
論
究
す
る
た
め
に
、
編
纂
年
代
が
問
題
視
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
註
①
梁
啓
超
『牟
子
理
惑
論
辯
偽
』
(
梁
任
公
近
著
第
一
所
収
)
。
②
周
叔
迦
『牟
子
叢
残
』
(
民
国
十
九
年
十
二
月
序
刊
本
所
収
)
。
③
山
内
晉
卿
『
牟
子
の
研
究
』
(
支
那
仏
教
史
之
研
究
所
収
)
。
④
常
盤
大
定
『牟
子
の
理
惑
論
』
(
支
那
に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
所
収
)。
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図
書
館
刊
巻
63
号
の
憑
承
釣
の
『
牟
子
考
』
は
そ
の
序
論
を
除
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
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の
第
二
章
。
⑦
胡
適
『
与
周
叔
迦
論
牟
子
書
』
(
北
平
図
書
館
刊
五
の
四
)
。
⑧
余
嘉
錫
『牟
子
理
惑
論
検
討
』
(
燕
京
学
報
二
〇
)
。
⑨
周
一
良
『牟
子
理
惑
論
時
代
考
』
(
燕
京
学
報
三
六
)
。
⑩
久
保
田
量
遠
『
後
漢
牟
子
理
惑
論
』
(支
那
儒
道
仏
三
教
交
渉
史
論
所
収
)
。
5
⑪⑫⑬
松
本
文
三
郎
『牟
子
理
惑
論
述
作
年
代
考
』
(
仏
教
史
雑
考
所
収
)
。
福
井
康
順
『
牟
子
の
研
究
』
(
道
教
の
基
礎
的
研
究
所
収
)
。
塚
本
善
隆
『
中
国
仏
教
通
史
』
第
一
巻
第
二
章
第
五
章
。
S
a
c
c
a
s
a
n
k
h
e
p
a
(
r
�
p
a
v
ib
h
�
g
o
)
の
認
識
論
の
解
明
に
つ
い
て
　
勝
木
太
一
巴
利
九
註
の
j
書
で
あ
K
a
S
a
c
ca
S
a
n
k
h
ep
a
は
約
十
二
世
紀
に
O
巳
9
U
げ
⇔
巨
ヨ
巷
巴
餌
に
ょ
り
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
の
位
置
づ
け
は
覚
音
以
後
の
教
学
の
展
開
を
み
る
の
に
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
十
分
に
研
究
を
さ
れ
た
も
の
を
見
な
い
。
こ
こ
で
、
こ
の
書
を
と
り
あ
げ
る
の
に
、
ま
ず
九
註
の
分
類
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
O
清
浄
道
論
の
内
容
を
テ
ー
マ
別
に
、
簡
明
に
示
し
た
も
の
。
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
,
N
�m
a
r�
p
a
p
a
r
ic
ch
ed
a
S
a
cc
a
sa
n
k
h
e
p
a
,
r�
p
�r
�
p
a
v
ib
h
�
g
o
,
P
a
ra
m
a
tta
v
in
ic
ch
a
y
a
⇔
ア
ビ
ダ
ル
マ
綱
要
書
及
び
入
門
書
と
し
て
の
も
の
。
A
b
h
id
h
a
m
m
�
v
a
t�r
a
,
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
sa
n
g
ah
a
(
及
び
N
�
m
a
r�
p
a
p
a
r
ic
ch
ed
a
)
⇔
ア
ッ
タ
ヵ
タ
ー
等
の
総
括
的
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
の
も
の
。
M
oh
a
v
ic
ch
e
d
a
n
3
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
偈
文
に
よ
る
簡
潔
な
文
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
そ
の
暗
唱
・
口
承
に
便
利
な
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
S
a
cc
a
s
a
n
k
h
ep
a
は
清
浄
道
論
の
哲
学
を
細
に
わ
た
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
及
び
定
義
を
下
す
と
い
う
立
場
で
著
わ
さ
れ
て
お
り
、
色
の
規
定
・
名
の
定
義
、
色
と
名
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
認
識
対
象
の
把
握
の
問
題
・
真
理
の
認
識
の
問
題
と
い
う
よ
う
に
ω
色
分
別
②
受
等
の
薀
の
分
別
㈲
心
転
起
分
別
ω
雑
分
別
㈲
涅
槃
分
別
の
五
品
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
主
と
し
て
、
覚
音
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
認
識
論
を
名
色
の
結
合
に
よ
っ
て
展
開
し
た
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
や
N
�
m
a
r�
p
ap
a
r
icc
h
e
d
a
の
j
つ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
認
識
の
究
極
を
ω
餌
8
⇔
に
志
向
し
、
N
ib
b
�
n
a
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
S
a
c
ca
-
sa
n
k
h
e
p
a
Q
有
す
意
義
は
一
口
に
言
え
ぽ
名
本
説
に
も
と
つ
く
、
対
象
の
措
定
作
用
を
中
心
と
し
て
認
識
論
を
涅
槃
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
九
註
の
体
系
の
内
の
認
識
論
の
完
成
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
2
S
a
c
ca
sa
n
k
h
e
p
a
は
色
の
分
類
・
定
義
と
し
て
非
常
に
明
解
な
分
類
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
色
を
認
識
論
的
に
考
察
す
る
に
は
五
門
作
用
と
意
門
作
用
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
五
門
作
用
と
は
眼
根
-
身
根
と
そ
の
対
象
で
あ
る
五
境
と
の
関
係
で
あ
り
、
意
門
作
用
と
は
五
門
所
縁
を
判
断
す
る
作
用
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
て
心
相
続
に
一
貫
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
意
識
の
所
縁
は
法
で
、
そ
の
法
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
内
容
が
「
六
内
処
、
三
相
、
三
非
色
蘊
、
十
五
細
0
色
、
涅
槃
、
施
設
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
五
細
色
に
つ
い
1-'
S
a
cc
a
sa
n
k
h
e
p
a
で
は
色
相
続
と
色
積
集
を
生
色
と
し
て
十
四
に
摂
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
五
門
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
意
門
の
所
縁
に
な
る
。
そ
の
と
き
た
だ
ち
に
色
法
は
実
体
で
な
く
、
概
念
と
し
て
名
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
有
名
な
「有
分
動
揺
↓
引
転
↓
前
五
識
↓
領
受
↓
推
度
↓
確
定
↓
速
行
↓
彼
所
縁
」
と
各
心
作
用
に
結
び
つ
き
統
合
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
v
ith
i
(
認
識
過
程
)
に
対
し
、
色
法
は
同
じ
色
で
あ
る
眼
等
の
浄
色
(
根
色
)
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
認
識
過
程
に
入
る
の
か
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
「如
何
に
し
て
不
可
見
有
対
の
眼
に
よ
り
、
可
見
有
対
②
の
色
を
見
る
の
か
…
…
こ
の
色
が
眼
処
で
あ
る
」
と
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
に
あ
り
、
さ
ら
に
境
の
色
が
眼
浄
を
刺
激
す
る
か
ら
そ
の
様
相
が
明
確
に
な
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
色
の
認
識
過
程
の
作
用
は
名
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
、
そ
の
色
の
存
立
の
定
立
性
が
確
保
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
S
a
cc
a
sa
n
k
h
ep
a
(
10
)
に
「
眼
等
は
見
ん
と
す
る
こ
と
等
で
光
線
の
業
生
で
あ
る
…
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
業
生
の
定
義
は
認
識
主
体
者
の
色
措
定
と
考
え
て
よ
く
、
そ
の
③
色
が
く
同叶ぼ
に
作
用
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
浄
道
論
の
業
生
色
の
六
区
分
の
業
縁
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
色
が
色
を
措
定
す
る
と
い
う
構
造
は
清
浄
道
論
に
も
そ
の
い
と
ぐ
ち
を
見
い
だ
せ
る
も
の
N
あ
る
が
S
a
c
c
a
sa
n
k
h
e
p
a
に
於
て
名
本
説
と
し
て
一
応
の
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
色
を
明
確
に
す
る
た
め
に
色
法
分
別
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
S
a
c
ca
s
a
n
k
h
ep
a
特
有
の
分
類
は
〔
一
生
〕
時
節
生
(
尿
・
糞
・
胃
物
・
胆
汁
)
1
純
八
法
×
四
業
生
(
火
界
)
1
命
九
法
×
一
心
生
(
出
入
息
)
H
声
九
法
×
一
計
五
十
色
〔
二
生
〕
心
・
時
節
生
(
汗
・
漉
・
唾
・
涙
)
1
純
八
法
×
四
計
六
十
四
色
〔
四
生
〕
{身
至
念
の
三
十
二
部
分
中
の
二
十
四
部
分
}
